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北
永
井
地
域
に
は
相
次
い
で
福
祉
施
設
が
設
立
さ

れ
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
訪
問
者
が
増
加
し
て
い

る
。
し
か
し
、
交
通
の
便
が
悪
く
、
多
く
の
方
々
が
不

便
と
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ラ
イ
フ

バ
ス
の
路
線
変
更
を
要
望
す
る
。

６
月
議
会
に
も
同
様
な
請
願
が
出
さ
れ
付
帯
決
議

を
付
け
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
全
町
的
に
交
通

不
便
地
域
解
消
の
文
言
が
入
っ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

ラ
イ
フ
バ
ス
に
限
る
の
か
。

企
業
、
個
人
利
用
者
数
の
予
測
は
さ
れ
て
い
る
か
。

バ
ス
停
は
ど
う
か
。

安
全
で
乗
り
降
り
で
き
る
所
は
。

ラ
イ
フ
バ
ス
は
、
通
勤
者
の
足
の
確
保
か
ら
始

ま
っ
た
が
、
高
齢
化
等
に
よ
り
見
直
し
の
時
期
で

は
な
い
か
。

バ
ス
停
の
間
隔
は
。

交
通
が
不
便
だ
か
ら
バ
ス
を
通
し
て
と
い
う
こ
と

だ
け
で
は
な
い
。

安
全
な
バ
ス
停
が
２
箇
所
く
ら
い
確
保
で
き
る
。

福
祉
施
設
等
が
で
き
利
用
者
数
が
見
込
め
る
等
、

条
件
は
ク
リ
ア
し
て
い
る
の
で
は
。

全
会
一
致
で
﹁
採
択
﹂

請 願 趣 旨質 疑意 見

ライフバス路線変更を求めます
請　願　者：高山敏光 ほか 500 名　紹介議員：　 橋忠一・山口正史

この請願は、９月１日の本会議で総務建設常任委員会に付託され、９月４日全委員並びに議長出席のもと、審議いたしました。

結 果

請 願 趣 旨意 見 書 案 要 旨結 果

　
長
期
不
況
の
も
と
で
建
設
投
資
が
落
ち
込
み
、
ダ
ン

ピ
ン
グ
受
注
競
争
も
厳
し
く
、
労
働
者
の
賃
金
・
労
働
条

件
は
悪
化
し
、
生
活
危
機
は
深
刻
化
し
て
い
る
。
建
設
労

働
者
の
最
低
限
の
生
活
を
支
え
る
制
度
の
制
定
を
要
望

し
、
意
見
書
の
提
出
を
請
願
す
る
。

　
建
設
業
就
労
者
数
は
全
国
で
約
６
３
０
万
人
と
、
全

産
業
の
就
労
者
の
約
10
％
を
占
め
て
お
り
、
経
済
活
動

と
雇
用
機
会
の
確
保
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
建
設
業
に
お
け
る
元
請
け
と
下
請

け
と
い
う
重
層
的
な
関
係
の
中
で
、
産
業
労
働
者
の
賃

金
体
系
は
現
在
も
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
景
気
に
明
る

さ
が
見
え
つ
つ
あ
る
と
い
う
も
の
の
、
デ
フ
レ
に
お
け

る
受
注
の
競
争
の
激
化
や
近
年
の
公
共
工
事
の
減
少
が
、

施
工
単
価
や
労
務
費
の
引
き
下
げ
に
つ
な
が
り
、
現
場

で
働
く
労
働
者
の
賃
金
と
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。

　
平
成
12
年
11
月
に
﹁
公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の

適
正
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
﹂
が
制
定
さ
れ
、﹁
建
設

労
働
者
の
賃
金
、
労
働
条
件
の
確
保
が
適
切
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
﹂
と
の
付
帯
決
議
が
行
わ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
諸
外
国
で
は
公
共
工
事
に
関

わ
る
賃
金
の
確
保
等
を
定
め
る
﹁
公
契
約
法
﹂
の
制
定
が

進
ん
で
い
る
。

　
つ
い
て
は
、
建
設
業
を
健
全
に
発
展
さ
せ
、
工
事
に
お

け
る
安
全
や
品
質
の
確
保
と
と
も
に
雇
用
の
安
定
や
技

能
労
働
者
の
育
成
を
図
る
た
め
、
公
共
工
事
に
お
け
る

新
た
な
ル
ー
ル
づ
く
り
を
推
進
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

賛
成
多
数
で
﹁
採
択
﹂

公共工事における賃金等確保法の制定を求めます
請　願　者：建設埼玉南武地区本部 執行委員長　小島茂夫　　紹介議員：山田政弘

　この請願は、幼稚園跡地に高層・大型マ

ンションを建設する計画を巡って、近隣住

民の方が中心となり、三芳町では建物の高

さ制限が設けられていない「第１種低層住

宅専用地域」以外の用途地区において、早

急に高さ制限ができる条例の制定を求めて

請願されたものです。

　議会では、早急に条例を制定し、行政が

指導できることが望ましいという観点から、

全会一致で「採択すべきもの」と決定しま

した。

採択までの経緯

請願を受けた町の対応

　この請願は、藤久保地区において住民の

交通手段であるバスが運行していない区間

があり、住民にとって大きな負担となって

いることを受け平成 20 年６月定例会に提

出された請願です。

　現在は通勤・通学をする方を基本対象と

してバスの運行スケジュールが組まれてい

るが、議会では、今後の高齢化による利用

者層の変化等により、早急に町全体の交通

問題を見直すことが望ましいとの結論に達

し、全会一致で「採択すべきもの」と決定

しました。

採択までの経緯

平成 20 年６月定例会で採択した

ライフバス運行の請願

請願を受けた町の対応

　議会としましても、総務建設常任委員会

において、この問題につきましては継続し

て調査研究し、町の交通の利便性向上に努

力してまいります。

平成 19 年６月定例会で採択した

　　　　　条例制定の請願　

　　　　「建築物の高さ規制」

　議会の採択を受け、都市計画法第８

条に基づく高度地区の都市計画決定に

係る作業を開始しました。

　まちづくり勉強会を開催して住民の

方の意見を聞き、関係市町村や川越県

土整備事務所・県との協議を経て、素案

を作成しました。その後、高度地区住民

説明会を２回開催し、パブリックコメ

ントも実施しました。

　今後は、埼玉県知事の同意を得て、順

調に行けば11月下旬頃に都市計画決定

の告示を予定しています。

　平成20年8月22日付けで、三芳町交

通審議会に諮問し、現在運行している

路線を変更して、請願があった区間に

バスを運行できないか審議を行いまし

たが、路線変更の認可や利用者の理解

が得られるか等、調査が必要な事項が

生じたため、結論には至らず「継続審
議」になったとの報告がありました。
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　　長野県長野市

　「交通対策（バス）」
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長
野
市
で
は
、
公
共
交
通
の
整

備
充
実
を
市
政
の
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
お
り
、
中
で
も
市

民
の
移
動
手
段
の
確
保
と
、
分
か

り
や
す
く
利
用
し
や
す
い
公
共
交

通
網
、
特
に
バ
ス
路
線
の
再
編
を

目
指
し
、
平
成
17
年
３
月
﹁
長
野
市

バ
ス
路
線
の
再
編
基
本
計
画
﹂
を

策
定
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
小
型
車
両
の
個

別
対
応
に
よ
る
輸
送
、
公
共
交
通

機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
利

便
性
の
向
上
、
地
域
と
一
体
と

な
っ
た
バ
ス
交
通
の
実
現
を
基
本

方
針
と
し
、
移
動
手
段
に
関
す
る

現
状
と
課
題
、
地
域
の
実
用
を
踏

ま
え
、
市
民
に
密
着
し
た
都
市
の

イ
ン
フ
ラ
と
い
う
ふ
う
に
位
置
づ

け
て
い
る
。

　
定
時
制
確
保
を
重
視
し
た

　
中
心
市
街
地
循
環
バ
ス

　
中
心
市
街
地
循
環
バ
ス
﹁
ぐ
る

り
ん
号
﹂
は
、
高
齢
者
の
方
も
乗
り

降
り
し
や
す
い
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ

ス
３
台
で
、
８
の
字
を
描
く
左
回

り
の
１
ル
ー
ト
︵
１
周
７
・
５
km
︶

を
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
り
20
分

間
隔
で
運
行
し
て
い
る
。

　
ル
ー
ト
設
定
で
重
視
し
た
こ
と

は
、﹁
定
時
制
の
確
保
﹂
と
﹁
わ
か

り
や
す
さ
﹂
で
あ
る
。
善
光
寺
周
辺

は
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
渋

滞
が
起
き
、
定
時
制
の
確
保
が
で

き
な
い
状
況
が
発
生
す
る
た
め
、

渋
滞
を
避
け
る
ル
ー
ト
と
、
交
通

安
全
を
重
視
し
、
右
折
箇
所
は
１

箇
所
の
み
で
、
他
は
全
て
左
折
と

し
て
い
る
。

　
運
賃
は
、
遠
距
離
で
は
な
い
た

め
、
大
人
１
０
０
円
、
子
ど
も
50

円
。
ま
た
、
一
般
乗
り
合
い
バ
ス
に

つ
い
て
も
、
重
複
区

間
は
バ
ス
業
者
の
理

解
と
協
力
に
よ
り

１
０
０
円

に

引

き

下
げ
ら

れ
た
。

　
医
療
機
関
な
ど
を
結
ぶ

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

　
地
域
循
環
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ

ス
は
、
民
間
バ
ス
の
通
っ
て
い
な

い
所
、
特
に
地
域
内
の
移
動
需
要

に
応
え
る
た
め
、
８
路
線
を
設
定

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
小
型
バ
ス
を
使
用
し
、

地
域
内
の
主
な
医
療
機
関
や
商
業

施
設
、
公
共
施
設
を
結
び
な
が
ら
、

住
宅
地
内
の
生
活
道
路
を
運
行
す

る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
に
密
着
し

た
市
民
の
移
動
手
段
と
な
る
。

　
平
成
16
年
９
月
か
ら
、
40
分
間

隔
で
、﹁
若
里
・
更
北
ぐ
る
り
ん
号
﹂

﹁
東
北
ぐ
る
り
ん
号
﹂
の
２
路
線
が

運
行
距
離
各
12
km
で
モ
デ
ル
的
に

運
行
を
開
始
し
、
現
在
に
至
っ
て

い
る
。

　
バ
ス
路
線
空
白
地
帯
を

　
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
で

　
路
線
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
な

い
地
域
を
中
心
に
、
バ
ス
等
の
運

行
の
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
高
齢
者
や
子
ど
も
の
移

動
手
段
と
し
て
、
平
成
15
年
８
月

よ
り
、
４
地
区
で
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
運
行
を
開
始
し
て
い
る
。
運

行
日
は
、
月
、
水
、
金
曜
日
の
週
３

日
で
あ
る
。

　
前
述
の
バ
ス
路
線
網
再
編
基
本

計
画
に
よ
り
、
中
山
間
地
域
と
位

置
づ
け
ら
れ
た
５
つ
の
地
域
に
つ

い
て
は
、
需
要
が
小
さ
く
、
道
路
幅

員
が
狭
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
集
落

が
広
い
範
囲
に
点
在
し
て
い
る
な

ど
、
実
情
に
即
し
た
効
率
的
で
持

続
可
能
な
完
全
事
前
予
約
制
の
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
５
路
線
を
開
始

し
た
。
支
所
等
の
拠
点
施
設
や
路

線
バ
ス
の
停
留
所
ま
で
の
地
区
内

輸
送
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
公

共
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

図
っ
て
い
る
。

　
こ
の
事
業
は
、
﹁
ぐ
る
り
ん
号
﹂

と
は
違
い
、
地
域
が
運
営
主
体
と

な
っ
て
運
行
す
る
協
議
会
組
織
を

設
立
し
、
市
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
長
野
市
の
交
通
対
策
に

つ
い
て
の
研
修
は
、
三
芳
町
の
地

域
の
バ
ス
に
よ
る
移
動
手
段
を
考

え
る
上
で
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

　

　
妙
高
市
の
新
井
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

は
、
上
信
越
自
動
車
道
の
新
井

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
内
に
接
続
し
、

平
成
17
年
１
月
か
ら
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
社
会
実
験
が
実
施
さ
れ
、
平
成
18

年
10
月
よ
り
恒
久
化
さ
れ
て
い
る
。

　　
道
の
駅
を
国
道
と
パ
ー
キ

　
ン
グ
エ
リ
ア
で
相
互
利
用

　
平
成
12
年
８
月
に
﹁
道
の
駅
あ

ら
い
﹂
が
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
、
新

井
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
及
び
国
道

18
号
バ
イ
パ
ス
か
ら
道
の
駅
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。﹁
道

の
駅
あ
ら
い
﹂
の
利
用
者
は
、
高
速

道
路
を
通
行
し
て
い
る
車
両
が
10

％
、
国
道
18
号
通
行
車
両
が
30
％

を
占
め
、
年
間
３
０
０
万
人
の
利

用
客
が
あ
る
。

　　新潟県妙高市

　「スマートＩＣ」

総務建設常任委員会
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現
在
、
新
井
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
、

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
を
搭
載
し
た
軽
自

動
車
か
ら
特
大
車
ま
で
利
用
で
き

る
が
、
二
輪
車
及
び
牽
引
車
は
利

用
で
き
な
い
。
運
用
時
間
帯
は
、
午

前
６
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
で
、

監
視
員
２
名
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　
妙
高
市
に
は
、
工
業
団
地
が
あ

り
、
電
子
産
業
が
盛
ん
な
市
で
も

あ
る
た
め
、
利
用
台
数
も
年
々
増

加
の
傾
向
に
あ
っ
て
、
そ
の
内
、
大

型
車
が
27
％
利
用
し
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。

　
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
整
備
に
よ
る
効

果
と
し
て
は
、
通
勤
時
間
の
短
縮
、

道
の
駅
を
拠
点
と
す
る
観
光
振
興
、

地
域
経
済
の
活
性
化
、
緊
急
救
命

活
動
の
迅
速
化
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
今
回
の
﹁
新
井
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
﹂

及
び
﹁
道
の
駅
あ
ら
い
﹂
に
つ
い
て

の
研
修
は
、
今
後
の
三
芳
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
に
対
し
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

　
会
津
若
松
市
議
会
で
は
、
議
会

改
革
の
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成

17
年
12
月
か
ら
平
成
18
年
12
月
ま

で
議
員
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
作

業
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
賛
否

両
論
が
あ
り
、﹁
平
成
19
年
４
月
の

市
議
会
選
挙
後
に
改
め
て
検
討
す

べ
き
﹂
と
い
う
意
見
が
多
数
を
占

め
、
見
送
っ
た
経
緯
が
あ
っ
た
。

　
議
員
政
治
倫
理
条
例
が

　
制
定
さ
れ
る
ま
で

　
平
成
19
年
７
月
６
日
に
﹁
議
会

制
度
検
討
委
員
会
﹂
が
設
置
さ
れ
、

第
１
回
委
員
会
に
お
い
て
、
議
長

か
ら
同
委
員
長
に
﹁
議
会
制
度
の

検
討
に
つ
い
て
﹂
の
諮
問
が
さ
れ

た
。
こ
の
検
討
委
員
会
の
構
成
は
、

議
員
の
他
、
公
募
市
民
及
び
学
識

　
三
春
町
の
議
会
議
員
定
数
は
、

16
人
で
、
議
長
の
議
席
は
16
番
、
副

議
長
が
15
番
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
般
質
問
の
通
告
は
、
議
会
開

会
日
の
３
日
前
の
午
前
10
時
ま
で
。

質
問
の
重
複
に
つ
い
て
は
、
開
会

３
日
前
の
10
時
に
議
長
及
び
通
告

者
全
員
が
集
ま
り
調
整
を
図
っ
て

い
る
。
一
般
質
問
の
持
ち
時
間
は
、

答
弁
を
除
き
質
問
30
分
以
内
と
し

て
い
る
。

　
議
会
の
周
知
と
一
般
質
問

　
放
送
で
防
災
無
線
を
活
用

　
な
お
、
６
月
定
例
会
の
一
般
質

問
は
、
通
告
者
全
員
が
夜
間
議
会

で
行
い
、
時
間
は
、
午
後
６
時
か
ら

午
後
９
時
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

　
平
成
19
年
６
月
定
例
会
で
の
夜

間
議
会
の
傍
聴
者
は
、
30
人
で

あ
っ
た
が
、
昼
間
の
傍
聴

者
と
は
顔
ぶ
れ

が
違
っ
て
い
る

よ
う
で
あ

る
。
傍
聴
者

が
年
々
減

少
傾
向
に
あ

る
た
め
中
止

も
検
討
し
た

が
、
住
民
か
ら

夜
間
議
会
へ
の
要
望
も
あ
る
た
め
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
議
会
活
動

の
周
知
方
法
と
し
て
は
、
新
聞
へ

の
折
り
込
み
と
、
平
成
９
年
よ
り
、

防
災
無
線
で
一
般
質
問
を
各
家
庭

に
放
送
し
て
い
る
︵
午
後
７
時
30

分
〜
１
日
に
１
人
︶。

　
こ
の
防
災
無
線
の
放
送
は
、
各

家
庭
に
子
機
が
設
置
さ
れ
、
放
送

を
受
信
し
て
い
る
。
住
民
の
中
に

は
、
こ
の
放
送
が
う
る
さ
い
と
い

う
方
も
い
る
が
、
子
機
は
音
量
調

節
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
全
員
協
議
会
を
定
例
と

し
、
毎
月
21
日
に
開
催
し
て
い
る

と
の
こ
と
。

　
今
回
の
、
会
津
若
松
市
議
会
及

び
三
春
町
議
会
の
研
修
は
、
三
芳

町
の
議
会
運
営
を
考
え
る
上
で
、

さ
ら
に
効
率
的
で
、
住
民
に
分
か

り
や
す
い
開
か
れ
た
議
会
を
構
築

し
て
い
く
た
め
に
、
大
変
参
考
に

な
っ
た
。

　　福島県会津若松市

「議会改革の取り組み」

議会運営委員会

７
 10

　　福島県三春町

　「防災無線の活用」

議会運営委員会

７
 11

経
験
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
と

の
こ
と
。

　
以
来
、
議
会
制
度
検
討
委
員
会

で
は
、﹁
議
会
基
本
条
例
及
び
政
治

倫
理
条
例
﹂
の
議
会
上
程
を
目
標

に
、
19
回
の
会
議
、
２
回
の
講
演

会
、
４
回
の
全
員
協
議
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
や
﹁
市
民
と
の
意
見
交
換

会
﹂
を
開
催
し
な
が
ら
、
調
査
研
究

と
具
体
的
検
討
を
積
み
重
ね
、
平

成
20
年
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、

議
会
基
本
条
例
は
総
員
で
、
議
員

政
治
倫
理
条
例
は
、
多
数
で
原
案

可
決
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
昭
和
12
年
に
庁
舎
が
新

築
さ
れ
、
議
場
の
机
等
に
は
漆
塗

り
が
施
さ
れ
、
当
時
か
ら
変
わ
ら

ず
使
用
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
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